
社会科は、「時代の流れ」に着目する歴史、「場所の特徴やその背景」に着目する地理、そして

それらを融合しつつ「現代の諸問題」に着目する公民の各分野を通して、「いまの世の中」を知り、

深く考え、行動につなげていくことを大きな目的としています。それぞれの分野は互いにつながり

合うものであることから、本校の入学試験でも、例年各分野それぞれについてできる限りまんべん

なく、幅広く問う出題を心がけています。分野ごとに偏りのないよう、幅広く学習に取り組むことを望

むとともに、六年生の教科書についても最後まで必ず目を通し、理解を深めるようにしてください。 

 みなさんが進めている小学校における社会科の学習は、上記の目的を達成していくための土台

を形成する重要なものであり、確実な知識の獲得は必要不可欠です。そのため、本校の入学試験

では、基本的知識を問う問題も例年複数出題しています。ただし、社会科で必要な知識を得ること

は、単にたくさんのことがらを丸暗記しておくことだけを意味するのではありません。それぞれの意

味やつながりをしっかりと理解していくことを意識してください。また、語句や人名については、漢字

で書ける部分はできるだけ漢字で書く努力をすることも、それらの意味の理解につながることがあり

ます。実際に手を動かして書くことで整理と理解をすすめるといった地道な努力を惜しまないように

してください。 

また、社会科の学習ではさまざまな資料も使用します。学習においては教科書に載っている図

版(写真や図表)のほか地図なども活用して、知識をより具体的に、多面的に捉えられるように意識

してください。資料の中には初めて見るもの、読解を要するものも多々あります。読書の習慣など日

ごろからの取り組みは大切です。 

それでは、ここからは本校 2026 年度前期入試から、こうした観点に基づいていくつかの問題を

みていきます。 

 大問 1 では「日本の菓子」をテーマに、主に古代から中世の歴史について問いました。ここでは

問 4.で弥生時代の集落のようす(下線部ⓓは「弥生時代」)、問 10.で古代の人物とそれに関する内

容(下線部ⓙは「小倉餡」)といった基本的内容を選択式で問うているほか、問 11.では「雪舟」という

人物名を直接問うています(下線部ⓚは「中国から伝わった禅宗(仏教の一派)」)。 

 

 

 



これらは教科書を通した学習で確実に正答できるものです。また、問 3.(下線部ⓒは「木の実」)で

は石皿とすり石の写真を用いて縄文時代の木の実の食し方について問いました。教科書の図版を

ただの「さし絵」としてみるのではなく、「どのようにして使うものだろうか」、「使いやすくする工夫に

はどのようなものがあるだろうか」、「使用する理由は何だろうか」と、その時代の人々に思いをはせ

て考えてみることも歴史への関心を深めることにつながるでしょう。 

 

さらに、問 5.(下線部ⓔは「飛鳥時代」)では遣隋使がたどったルートについて地図を用いて問うて

います。この問いでは当時の航海技術では大きな東シナ海を横断するよりも朝鮮半島の陸地沿い

に航海した方が、より完全かつ確実に目的地に向かうことができたのだろうということが考えられま

す。なお、7 世紀後半の白村江の戦い以降は、朝鮮半島情勢の変化でこのルートが使いにくくなり、

遣唐使たちは東シナ海を横断するルートで移動することになりました。このように、歴史学習におい

ても地図を積極的に活用することで、その歴史的ことがらの背景や地理的ことがらとの関係につい

て深く考えることができます。 

 

 大問 2 では、「国際平和機関」をテーマとして近現代の歴史について問いました。問 3(下線部ⓒ

は「1933 年に脱退))は日本の国際連盟脱退の理由について、満州事変をヒントにして問うものです。

歴史上のできごとには因果関係が多く存在します。学習の際には、なぜそのできごとが起きたのか、

そのできごとが後にどういった影響を与えたのかといったストーリーをたどれるように意識して学習

を深めてください。 

 

 大問 3 では、「サッカーワールドカップ」をテーマとして、日本および世界の地理について問いま

した。地理分野では、統計に関する問題を頻繁に出題しています。問８.では 3 県の第一次産業に

関する統計を示していますが、海面漁業産出額が示されていないものが内陸の埼玉県、農業産出

額が少ないものが東京大都市圏を含んでおり都市化が進んだ神奈川県だとわかります。また、問９.

では 3 府県における製造業事業所数の統計を示していますが、工業がさかんな地域についての

知識や、大阪府には中小企業が多いといった知識以外に、各府県の人口規模とも関係があるので

はないか、と考えると解答に近づくことができます。このように、統計の問題は、データとして示され



ている数値の大小だけではなく、それぞれの地域がどういった特徴を持つかを大局的に捉えること

が大事です。 

 

なお、この大問では問１.(1)で南北アメリカ大陸の位置関係を、問６.で日本各地の海岸線の形状を、

問７.で日本各地の湖の位置を問うています。地理の学習において日ごろから地図に親しんでおく

ことは、言うまでもありません。 

 

 

大問４では「静岡県中部に位置する島田市を対象とした地域調査」をテーマに、地理・歴史・公

民の各分野にまたがる内容を問いました。社会科の学習は、教室の中で完結するものではなく、地

理・歴史・公民の分野に分断されるものでもありません。こうした点を意識して、問１.や問 15.のよう



に実際に調査を行う際の注意点や方法に関する問いを出しています。 

 

 

また、実際の調査ではさまざまな聞き取りや、初見の資料の読み取りを行うこともあります。問

2(1)の人口ピラミッドは、東京都の都心の区と京都府の日本海側の都市の様子をイメージして、高

齢化の進行具合や子どもの多さを読み取る必要があります。また、問 3.(4)では、民謡の歌詞を参

考にして、江戸時代当時の街道宿場町のようすをイメージしてもらう必要があります。 

 



 

一方、問 11.や問 13.は問題文や資料をもとにして解答する問題です。問 11.では「県の中心都市

へ働きに行く人が多い」という記述のみにとらわれて解答を選ぶのではなく、「雇用数の違いが通

勤で行き来する人の数の違いにつながる」という記述にも着目して、「島田市と県庁所在地である

静岡市の方が雇用数は大幅に多い」と考えると、流入・流出の差が大きいＡが静岡市だとわかりま

す。そして、Ｂの藤枝市は島田市と隣接しているため相互の行き来が活発だと考えられます。この

点については、問題文中に「人々の移動数は、距離や都市の大きさの違い～左右される」という形

で言及しています。さらに、問 13.については「霜の降りる時期」を知識として知っていても解ける問

題ですが、知識がなくとも「冬は茶の休眠期」であり、その後に出てくる「新芽に霜が降りるのを防ぐ」

のが防霜ファンの役割であることを踏まえると解答を導くことができます。なお、この大問 4 でも各所

に歴史や公民分野を中心とした基本的な知識問題を織り交ぜています。地域調査のように主体的

な学びを深めていく際にも、基本的な知識を確実に持つこと、それを的確に使用することが必要不

可欠なのは言うまでもありません。 

 

 

 

 

 



社会科は、地理・歴史・公民分野と扱う内容が多岐にわたり、それぞれの知識を確実なものする

のはもちろんのこと、地図や統計、資料の読み取りなどのさまざまな「力」を必要とします。これらは

一朝一夕に身につくものではありませんが、社会科の場合は「いまの世の中」を対象にしていること

から、それらに触れて「力」を養う機会は日常的に存在しています。教室の中の学習だけで満足す

ることなく、さまざまなものに関心を持ちましょう。これらを通して多くの「知る喜び」を得て、学びを深

めることは、一生の糧になるはずです。そのための力強い一歩をすでに踏み出したみなさんを、私

たちは応援しています。 

 

 

 


